日本教育学会近畿地区研究会・新新学校保護者関係研究会の共催企画≪教育学会用≫
【シンポジウム】

学校・園と周辺住民間のトラブルの急増とその解決の視点をさぐる
～互いの顔が見える関係づくり～
日時：２０１５年６月６日（土）１４：２０～１８：００

場所：大阪大学・人間科学部、５１番教室（200人収容）
　　　（吹田市山田丘１－２　モノレール「阪大病院前」または近鉄・阪急バス「阪大本部前」下車、徒歩７分）
　　　行き方などは、大阪大学人間科学研究科（人間科学部）のホームページをご覧ください
シンポジスト

・橋本典久（八戸工業大学大学院教授、音環境工学・騒音トラブル）
「騒音問題は半心半技～騒音トラブル学の立場から」（仮題）
・西川由紀子（京都華頂大学教授、保育学・発達心理学）

　「保育園・幼稚園における近隣トラブル～園と住民のいい関係づくり」（仮題）

・小川康之（ＮＨＫディレクター、「クローズアップ現代」担当）

　「『子どもって迷惑？～急増する保育園と住民のトラブル』(2014年10月29日放送)に携わって」

・西村久夫（元大阪府警、元豊中市学校問題解決支援チーム・相談役）

　「住民トラブルと生活の安全に、警察はどのように対応しているのか」（仮題）
コーディネーター
・小野田正利（大阪大学大学院教授、日本教育学会理事・新新学校保護者関係研究会代表）

【目的】子どものふるまいや喚声、砂ぼこり、エアコン室外機の騒音、植栽……。学校や幼稚園・保育園（ありとあらゆる教育施設）に対する近隣住民からの苦情やクレームが増え続けている。公共的施設だから、昔からあったから、という理屈が通らなくなった現在、紛争やトラブルを少しでも緩和しながら共存していくためには何が重要か？　立場と視点が異なる４名のシンポジストの報告と討論の中から、学校・園と近隣住民とのよりよい関係づくりのための知恵と工夫を探る。
【解説】いま学校や保育園・幼稚園では、いわゆる「保護者対応問題」にとどまらず、学校周辺の近隣住民からの苦情やクレームに関する困難な対応事例を抱えることが多くなった。とある関西の校長に対する調査でも「対応が難しい無理難題・理不尽な要求事例」を１校につき１件のみ挙げるという設問では、その１割以上の回答が近隣住民とのトラブルや紛争を指摘している。すでに2010年9月には京都地裁で私立高校でのエアコン設置をめぐる訴訟判決が出され、2014年9月には神戸地裁で保育園児の声をめぐる裁判の公判が始まり、後者はマスコミでも大きく取り扱われている。近隣住民とのトラブルはどちらかが引っ越さない限り長期間にわたり、これに現代的な状況としての少子高齢化、産業構造の変化からくる就業形態、そして個人志向のライフスタイルの浸透が影響を与えている。「子どものためなのだから」「お互い様だよ」「寛容性がない社会がおかしい」といった理屈は本当に正しいのだろうか？　
これまで教育学が注目してこなかった「学校・園が抱える近隣トラブル」に焦点をあて、法律学・社会学・心理学・精神医学の知見、さらには都市工学や住居環境学の成果に学びながら、紛争やトラブルを少しでも緩和しながら、双方が折り合いをつけていくためには何が必要か？　その改善策をともに考えていきたい。
【お願い】資料準備のため、できるだけ事前に申し込みをお願いします。
５月２２日（金）までに、下記のアドレスに電子メールを下さるか、電話での申し込みをしてください。
《メールの場合》onoda@hus.osaka-u.ac.jpと okita@hus.osaka-u.ac.jp の両方に送付（こちらを推奨）
　　※①自身のお名前（フルネーム）、②ご所属先、③職名、④連絡先（職場等の電話番号）をお書きください。追って、こちらから返信メールを差し上げます。
《電話の場合》０６－６８７９－８１１３（沖田恵子・加藤都が対応）
※平日の9時半から17時（一時不在になる場合があることをご了解ください）
実施責任者：小野田正利（大阪大学大学院教授・人間科学研究科・教育制度学研究室）

